
別記様式１－２：被相続人居住用家屋の全部の取壊し若しくは除却をした後又はその全部が滅失をした後における譲渡の場合
（租税特別措置法第 35 条第３項第２号） 

 

被 相 続 人 居 住 用 家 屋 等 確 認 申 請 書 

申 請 者  住 所 岡崎市十王町〇丁目〇番地 

       氏 名 岡崎 さくら          電 話 090-××××-×××× 

下記について確認願います。 
下記家屋及びその敷地等は、当該家屋が「相続の時から取壊し、除却又は滅失の時まで事業の用、貸付

けの用又は居住の用に供されていたことがないこと」（租税特別措置法第 35 条第３項第２号イ）、当該敷

地等が「相続の時から譲渡の時まで事業の用、貸付けの用又は居住の用に供されていたことがないこと」

（同号ロ）及び「取壊し、除却又は滅失の時から譲渡の時まで建物又は構築物の敷地の用に供されていた

ことがないこと」（同号ハ）、当該家屋が「相続の開始の直前において当該相続又は遺贈に係る被相続人（包

括遺贈者を含む。以下同じ。）の居住の用（居住の用に供することができない事由として政令で定める事

由（※１）（以下「特定事由」という。）により当該相続の開始の直前において当該被相続人の居住の用に供

されていなかつた場合（政令で定める要件（※２）を満たす場合に限る。）における当該特定事由により居

住の用に供されなくなる直前の当該被相続人の居住の用（以下「対象従前居住の用」という。）を含む。）

に供されていた家屋」（同条第５項柱書）及び「相続の開始の直前において被相続人以外に居住をしてい

た者がいなかつたこと（当該被相続人の当該居住の用に供されていた家屋が対象従前居住の用に供されて

いた家屋である場合には、当該特定事由により当該家屋が居住の用に供されなくなる直前において当該被

相続人以外に居住をしていた者がいなかつたこと）」（同項第３号）に該当すること 

（※１）通知における特定事由と同じ。（※２）通知における老人ホーム等入所中要件と同じ。 

申請被相続人居住用家屋及びそ
の敷地等（※３）の所在地 
（敷地の所在地番） 

岡崎市若宮町〇丁目〇番、△番 

申請被相続人居住用家屋の建築
年月日（※４） 

昭和48年 〇月 〇日 
家屋の取壊し、除却
又は滅失の日（※５） 

令和７年   ３月   〇日 

被相続人の氏名及び住所 

（住所） 岡崎市若宮町〇丁目〇番地 

（氏名） 男川 藤雄 申請者から 
みた続柄 

父 

相続開始日(被相続人の死亡日) 令和６年  ９月 〇日 
譲渡日 
（※６） 

令和７年    ５月    〇日 

申請被相続人居住用家屋又はそ
の敷地等の取得をした他の相続
人の氏名及び住所 
※書ききれない場合は別紙 

 

換価分割の場合は✔ ⇒ □ 

☑家屋 

☑敷地等 

（住所）岡崎市康生町〇番地〇 

（氏名）八帖 松恵 

□家屋 

□敷地等 

（住所） 

（氏名） 

相続人（※７）の数（申請者含む） 
※該当する□に✔ 

☑ ２名以下 
【特別控除額の上限額 3,000万円】 

□ ３名以上 
【特別控除額の上限額 2,000万円】 

（※３）申請被相続人居住用家屋及びその敷地等は、被相続人から相続又は遺贈（贈与者の死亡により効力を生ずる贈与を含む。以

下同じ。）により相続人（包括受遺者を含む。以下同じ。）が取得をしたものに限る。 

（※４）申請被相続人居住用家屋は、昭和 56 年５月 31 日以前に建築されたものに限る。 

（※５）申請被相続人居住用家屋の閉鎖事項証明書に記載された取壊し等をした日（未登記の場合は解体工事の請負契約書等により

確認した解体日等）を記載する。 

（※６）申請被相続人居住用家屋の敷地等の譲渡は、相続開始日から起算して同日以後３年を経過する日の属する年の 12 月 31 日ま

での間にしたものに限る。なお、本申請書を用いての申請は、令和６年１月１日以降に譲渡をしたものに限る。 

（※７）相続又は遺贈により申請被相続人居住用家屋とその敷地等のいずれも取得した相続人に限る。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被 相 続 人 居 住 用 家 屋 等 確 認 書 
上記について確認しました。 

※市区町村記入欄 

確 認 年 月 日        年    月    日 

確認を行った市区町村長 印 

 

記載例 

① 
② ③ 

④ 
⑤ 
⑥ ⑦ 

申請者は相続した方です。 

家屋の閉鎖事項証明書のとおり記

載。記載されていない場合や未登記

の場合は、課税明細書等に記載され

た建築年を記載してください。 

売買契約書のとおり記載。複数

ある場合は、対象となる全ての

地番を記載してください。 

家屋の閉鎖事項証明書のとおり

記載。未登記の場合は、解体工

事の滅失証明書等に記載された

取壊し日を記載してください。 

住民票の除票に記載のとおり。 

契約をした日ではなく、引き渡

した日を記載してください。 

申請者以外に相続人がいる場合に記載。

法定相続人であっても、実際に相続をし

ていない人は記載しないでください。 

遺産分割協議書等にて記載して

いる場合はチェックしてくださ

い。 



住 民 票愛知県岡崎市

氏 名

旧 氏

世 帯 主

住

所

方

書

・

本

籍

備

考

この写しは、消除された住民票の原本と相違ないことを証明する。

令和 ７年 ７月 ○日

愛知県岡崎市長 ○○ ○○
市長
の印

男川 藤雄

男川 藤雄

若宮町○丁目○番地

令和 ６年 ９月 ○日 死亡 令和 ６年 ９月 ○日 届出

生
年
月
日

続

柄

住
民
と
な
っ
た

年

月

日

筆
頭
者

性

別

昭和 ○年 ○月 ○日

世帯主

昭和 ○年 ○月 ○日

男

除票

住民票

コード

個人
番号

昭和 ○年 ○月 ○日転入
届出

④

※記載がなくてもOK

⑥

⑤



住 民 票
愛知県岡崎市

住 所
方 書

世帯主

氏 名

旧 氏

生年月日

住民年月日

本 籍

筆 頭 者

：

：

前 住 所

備 考

１／１

十王町○丁目○番地

岡崎 さくら

昭和 ○年 ○月 ○日 性 別 続 柄

令和 ２年 ５月 ○日 転入

女

令和 ７年 ７月 ○日

③以降の日

この写しは、住民票の原本と相違ないことを証明する。

愛知県岡崎市長 ○○ ○○
市長
の印

令和 ２年 ５月 ○日住定年月日 住定届出年月日 令和 ２年 ５月 ○日

住民票コード

愛知県岡崎市若宮町〇丁目〇番地〇 転入

個人番号

氏 名

生年月日

前 住 所

備 考

性 別 続 柄

住定年月日 住定届出年月日

氏 名

生年月日

前 住 所

備 考

性 別 続 柄

住定年月日 住定届出年月日

氏 名

生年月日

前 住 所

備 考

性 別 続 柄

住定年月日 住定届出年月日

**以下余白**

④と異なる住所

⑥以前の日

※④と同じ住所の場合は、居住実態を
確認する場合がございます。

※⑥より後の日の場合は、前住所に住
み始めた日がわかる書類が必要です。



住 民 票
愛知県岡崎市

住 所
方 書

世帯主

氏 名

旧 氏

生年月日

住民年月日

本 籍

筆 頭 者

：

：

前 住 所

備 考

１／１

康生町○番地○

八帖 松恵

昭和 ○年 ○月 ○日 性 別 続 柄

平成 ４年 ８月 ○日 転入

女

令和 ７年 ７月 ○日

③以降の日

この写しは、住民票の原本と相違ないことを証明する。

愛知県岡崎市長 ○○ ○○
市長
の印

平成 ４年 ８月 ○日住定年月日 住定届出年月日 平成 ４年 ８月 ○日

住民票コード

愛知県岡崎市若宮町○丁目○番地 転居

個人番号

氏 名

生年月日

前 住 所

備 考

性 別 続 柄

住定年月日 住定届出年月日

氏 名

生年月日

前 住 所

備 考

性 別 続 柄

住定年月日 住定届出年月日

氏 名

生年月日

前 住 所

備 考

性 別 続 柄

住定年月日 住定届出年月日

**以下余白**

④と異なる住所

⑥以前の日

※④と同じ住所の場合は、居住実態を
確認する場合がございます。

※⑥より後の日の場合は、前住所に住
み始めた日がわかる書類が必要です。



不動産売買契約書

不動産の表示

所 在

1. 岡崎市若宮町○丁目

2. 岡崎市若宮町○丁目

3.

4.

5.

6.

○番

△番

地 番 地 目 地 積（登記簿） （持分）

合 計 （ ２筆）

番

番

番

番

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

土

地

特

記

事

項

売買代金および支払い方法等

売買代金（第1条）

手 付 金（第2条）

内 金（第3条）

残 代 金（第3条）

引 渡 日（第7条）

手付解除期日

違約金の額

融資利用の有無（第16条）

融

資

申込先:

融資承認取得期日:

申込先:

融資承認取得期日:

申込先:

融資承認取得期日:

融資利用の特約に基づく契約解除期日

（第14条第1項）

（第15条第2項）

第 1回

第 2回

本契約締結時支払い

年 月 日

年 月 日

令和 年 月 日７ ５ ○

令和 年 月 日

1. 2.売買代金全額受領日

1. 手付金の額 2. 売買代金の ％相当額 3.

有 無

年 月 日 （同条第2項）

年 月 日 （同条第2項）

年 月 日 （同条第2項）

（同条第2項） 年 月 日

融資金額

融資金額

融資金額

円

円

円

円

円

円

円

円

特 約

売主 と買主 とは

表記不動産の売買契約（以下「本契約」という。）を締結した。その証として本契約書2通を作成し、売主・買主

署（気）名押印のうえ各その1通を保有する。

売主 住所

買主 住所

氏名

氏名

印

印

令和 年 月 日

宅地建物取引業者・宅地建物取引士

岡崎 さくら 八帖 松恵 矢作 康太

岡崎市十王町○丁目○番地

岡崎 さくら

岡崎市康生町○番地○

八帖 松恵

岡崎市門前町○番地○

矢作 康太 矢
作

康
太

岡
崎

さ
く
ら

八
帖

松
恵

７ ４ ○

⑦

①

引渡日が確定できない場合は
土地の登記事項証明書にて確
認します。



愛知県岡崎市若宮町〇丁目〇ー〇 全部事項証明書 （土地）

表 題 部 （土地の表示） 調製 平成〇年〇月〇日 不動産番号 ○○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

地図番号

所 在

余 白 筆界特定 余 白

岡崎市若宮町〇丁目

① 地 番 ②地 目 ③ 地 積 ㎡ 原因及びその日付〔登記の日付〕

〇番〇 宅地

権 利 部（甲区） （所 有 権 に 関 す る 事 項）

余 白

権 利 者 そ の 他 の 事 項

余 白〇〇〇 ○○

余 白 余 白 余 白 昭和６３年法務省令第37号附則第２条第２項
の規定により移記
平成○○年〇月○○日

順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号

１

２

３

所有権移転 昭和４８年〇月○○日
第○○○〇号

原因 昭和４８年〇月〇日売買
所有者 岡崎市〇〇町○丁目〇番地
男 川 藤 雄

順位１番の登記を移記

余 白 余 白 昭和６３年法務省令第37号附則第２条第２項
の規定により移記
平成○○年〇月○○日

所有権移転 令和〇年〇月〇日
第○○○○号

原因 令和６年９月〇日相続
共有者
岡崎市十王町○丁目〇番地
持分２分の１
岡 崎 さ く ら
岡崎市康生町〇丁目〇番地
持分２分の１
八 帖 松 恵

所有権移転 令和〇年〇月〇日
第○○○○号

原因 令和７年５月〇日売買
所有者 岡崎市〇〇町〇番地〇
矢 作 康 太

⑦



表 題 部 （主である建物の表示） 調製 不動産番号

所在図番号

所 在

家屋番号

① 種 類

権 利 部 （ 甲 区 ） （所 有 権 に 関 す る 事 項）

順位番号 登 記 の 目 的 受付年月日・受付番号 権 利 者 そ の 他 の 事 項

愛知県岡崎市若宮町○丁目○ 閉鎖事項証明書 （建物）

岡崎市若宮町○丁目 ○番地

○番

② 構 造 ③ 床 面 積 ㎡ 原因及びその日付〔登記の日付〕

居宅 昭和４８年○月○日新築

昭和６３年法務省令第３７号附則第２条第

２項の規定により移記

平成○○年〇月○○日

令和７年３月○日取壊し

〔令和７年４月○日

同日閉鎖〕

１

２

所有権保存

所有権移転

昭和４８年○月○日

令和６年〇月○日

第○○○○号

第○○○○号

所有者 岡崎市若宮町○丁目○番地

男 川 藤 雄

順位１番の登記を移記

昭和６３年法務省令第３７号附則第２条第２項

の規定により移記

平成○○年〇月○○日

原因 令和６年９月○日相続

共有者

愛知県岡崎市十王町○丁目○番地

持分２分の１

岡 崎 さ く ら

愛知県岡崎市康生町○番地○

持分２分の１

八 帖 松 恵

余 白

余 白

余 白

余 白

余 白

余 白

余 白 余 白

余 白

余 白

余 白

②

③



電気ご契約廃止のご案内

お申込みいただきましたご契約の内容を、下記のとおりご案内いたしますので、ご確認をお願いいたします。
ご不明な点等がございましたら、上記、弊社担当部署までお問い合わせください。

ご契約名義
ご使用場所

男川 藤雄 様
愛知県 岡崎市 若宮町 ○丁目 ○

お 客 さ ま 番 号

ご 契 約 廃 止 年 月 日

記 事

営業所 住所コード 街区 住居 枝 識 日程
ご 契 約 内 容
契 約 種 別 容 量 力 率

%

お 客 さ ま 番 号

ご 契 約 廃 止 年 月 日

記 事

営業所 住所コード 街区 住居 枝 識 日程
ご 契 約 内 容
契 約 種 別 容 量 力 率

%

中 部 電 力 ミ ラ イ ズ 株 式 会 社

令和６年12月○日

令和 ７年 ７月 ○ 日

⑥～③の間の日

④



水 道 使 用 証 明 書

水栓所在地

使用者氏名

お客様番号

備考

岡崎市若宮町○丁目○

男川 藤雄

中止日：令和 ７年 ７月○日

上記のとおり相違ないことを証明します。

令和 ７年 〇月○日

令和 ７年 ７月○日

岡崎市水道事業及び下水道事業管理者
○ ○ ○ ○

管理者
の印

⑥～③の間の日

④



お客さま情報に関する回答書

お客さまが2025年7月 ○日に申し込まれたお客さま情報の開示等に関し、

次の通りご回答いたします。

記

2025年 7月 ○日

○○ガス株式会社

ガス閉栓証明について

（お客さま情報の内容）

① 契約者名

② 契約者名

③ お客さま番号

④ 契約年月日

男川 藤雄 さま

岡崎市若宮町○丁目○

上記契約者名にて、2024年 12月 ○日まで

契約中であった事を証明するとともに、

同年同日付けにて閉栓したことを証明します。

以上

【お問い合わせ先】

⑥～③の間の日

④


